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の
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簡
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一
、
論
文
の
概
要
、
お
よ
び
、
各
章
別
審
査
所
見

中
世
歌
壇
史
は
、
①
鎌
倉
期
②
南
北
朝
期
③
室
町
期
に
分
け
ら
れ
る
。

て
、
室
町
期
は
、
前
期
と
後
期
に
分
け
て
把
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

即
ち
、
室
町
前
期
は
、
歌
壇
と
足
利
幕
府
と
の
関
わ
り
を
深
め
た
時
期
で
、
当

然
、
幕
府
に
忌
避
さ
れ
た
歌
人
た
ち
は
不
遇
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
時
代
に
活
躍

し
た
の
が
正
徹
や
心
敬
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
L
、
後
期
は
、
延
徳
年
間
以
降
、

京
洛
に
あ
っ
て
和
歌
の
指
導
を
う
け
た
守
護
大
名
や
被
官
た
ち
が
任
国
に
帰
国

し
、
地
方
歌
壇
が
相
次
い
で
形
成
さ
れ
る
趨
勢
の
な
か
で
、
京
洛
に
あ
っ
て
は
、

足
利
義
政
・
飛
鳥
井
家
・
両
冷
泉
家
・
三
条
西
家
・
徳
大
寺
実
淳
・
僧
侶
歌
人
た

ち
が
活
躍
し
、
歌
壇
史
に
光
十
亡
を
放
っ
た
時
期
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
本
論
文
は
、
そ
の
室
町
後
期
に
ま
と
め
ら
れ
た
続
撰
吟
集
諸
本
に
つ

そ
し

論
文
内
容
の
要
旨
お
よ
び
審
査
の
結
果
の
要
旨

い
て
の
研
究
で
あ
る
。

続
撰
吟
集
は
、
本
論
文
の
序
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
如
く
、
応
永
・
永
一
手
頃
か
ら

天
文
年
間
に
及
ぶ
ま
で
の
三
十
首
歌
・
百
首
歌
・
御
会
歌
・
月
次
歌
・
法
楽
歌
等

を
中
心
に
三
四
五

O
余
首
を
収
録
し
た
私
撰
集
で
あ
る
。

そ
の
上
位
入
集
歌
人

は
、
飛
鳥
井
雅
世
(
八
六

O
首
)
・
一
二
条
西
実
隆
(
五
六
三
首
)
・
後
柏
原
院
(
三

五
二
首
)
・
下
冷
泉
政
為
(
一
八
七
首
)
・
姉
小
路
済
継
(
一
三
六
首
〉
・
下
冷
泉

持
為
(
二
一
一
一
一
一
首
)
・
正
徹
(
一
一
首
)
・
足
利
義
政
(
一

O
五
首
)
・
上
冷
泉
為

広
(
一

O
二
首
)
等
、
室
町
期
歌
壇
の
錆
々
た
る
歌
人
た
ち
で
あ
る
。

そ
れ
ら
コ
一
四
五

O
余
首
を
、
現
存
す
る
室
町
歌
人
た
ち
の
私
家
集
や
内

裏
歌
会
類
の
詠
と
比
較
・
精
査
し
て
み
る
と
、
多
く
の
一
致
歌
が
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
ま
た
、
そ
れ
ら
私
家
集
等
に
は
み
え
な
い
和
歌

|
iい
わ
ば
新
資
料
と
も

い
う
べ
き
和
歌
が
す
こ
ぶ
る
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
集
で
あ
る
。

ま
た
、

即
ち
、
著
者
の
指
摘
の
如
く
、
続
撰
吟
集
は
、
ま
さ
し
く
室
町
期
和
歌
文
学
研

究
資
料
の
一
大
宝
庫
と
い
う
べ
き
歌
集
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
論
文
の
著
者
は
、
続
撰
吟
集
諸
本
研
究
の
基
礎
的
作
業
と
し
て
、
近

衛
家
に
襲
蔵
さ
れ
て
い
る
陽
明
文
庫
蔵
本
(
八
冊
本
)
を
全
文
翻
刻
し
、
同
じ
く

八
冊
本
系
諸
本
(
宮
城
県
立
図
書
館
蔵
本
・
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
・
神
宮
文
庫

蔵
本
)
聞
に
お
け
る
本
文
異
同
・
所
収
歌
の
排
列
異
同
や
各
所
収
歌
の
私
家
集
収

録
の
有
無
等
を
精
査
の
上
、

①
八
冊
本
系
諸
本
の
紹
介
と
そ
れ
ら
諸
伝
本
の
内
蔵
し
て
い
る
問
題
点

②
八
冊
本
系
諸
本
と
一
二
冊
本
系
諸
本
と
の
関
係

③
続
撰
吟
集
諸
本
と
飛
鳥
井
雅
世
集
と
の
関
係

I I 
第第

章章

I I 

O 
九
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三ι
日目凶

集

学

部

④
八
冊
本
続
撰
吟
集
各
巻
の
構
成
よ
り
み
た
続
撰
吟
集
八
冊
本
系
第
二
類
本
の

性
格
|
|
第
四
章
i
|
|

⑤
続
撰
吟
集
諸
本
と
近
世
類
題
和
歌
集
と
の
関
係
|
|
第
五
章
1
|

等
に
つ
い
て
、
詳
細
に
調
査
し
、
轍
密
な
検
証
を
、
実
証
的
方
法
で
こ
こ
ろ
み
て

い
る
。以

下
、
各
章
に
お
け
る
著
者
の
考
察
要
旨
を
紹
介
し
、
論
評
を
加
え
る
こ
と
に

す
る
。

第
一
編第

一
章

現
在
ま
で
に
著
者
の
調
査
し
た
続
撰
吟
集
の
諸
伝
本
十
九
本
(
井
上
宗
雄
・
樋

口
芳
麻
呂
両
氏
所
蔵
の
残
欠
本
を
除
け
ば
、
現
存
す
る
全
て
の
伝
本
と
い
う
こ
と

に
な
る
〉
を
、
そ
の
冊
数
・
巻
序
・
各
巻
の
収
録
歌
数
・
奥
書
そ
の
他
か
ら
次
の

如
く
分
類
し
て
い
る
。

付

八
冊
本
系
諸
本

肘

一
類
本
系

陽
明
文
庫
本
・
前
田
家
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
・
国
立
国
会
図
書
館
蔵
甲

本
・
聖
護
院
蔵
甲
本
・
聖
護
院
蔵
乙
本

二
類
本
系

(イ)

宮
城
県
立
図
書
館
蔵
伊
達
文
庫
旧
蔵
本
・
神
宮
文
庫
蔵
本

*
八
冊
本
系
の
残
欠
本

東
京
大
学
付
属
図
書
館
蔵
甲
本
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
高
松
宮
甲
本
・

水
戸
彰
考
館
蔵
本
・
国
立
国
会
図
書
館
蔵
乙
本

二
O

。
一
二
冊
本
系
諸
本

内
閣
文
庫
蔵
甲
本
(
内
藤
風
虎
旧
蔵
和
学
講
談
所
本
)
・
内
閣
文
庫
蔵

乙
本
(
昌
平
坂
学
問
所
本
)
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
甲
本
・
宮
内
庁
書
陵

部
蔵
乙
木
・
官
内
庁
書
陵
部
蔵
高
松
宮
乙
本
・
臼
杵
市
立
図
書
館
蔵

本

同

*
三
冊
本
系
の
残
欠
本

東
京
大
学
什
属
図
書
館
蔵
乙
本

類
題
本
系
(
版
本
、
一
冊
本
)

静
嘉
堂
文
庫
・
陽
明
文
庫
等
に
各
所
蔵

続
撰
吟
集
の
諸
本
を
上
掲
の
如
く
整
理
・
分
類
し
た
上
で
、

八
冊
本
系
諸
本
を

陽
明
文
庫
蔵
本
と
比
較
・
紹
介
し
つ
つ
、
各
諸
伝
本
の
内
蔵
し
て
い
る
問
題
点
を

鋭
く
探
り
、
提
示
し
、
検
証
・
考
察
を
こ
こ
ろ
み
て
い
る
。
著
者
の
指
摘
し
た
そ

れ
ら
の
問
題
点
の
い
く
つ
か
を
次
に
掲
出
し
て
み
る
。

(a) 

陽
明
文
庫
蔵
本
と
徳
大
寺
実
通
自
筆
と
み
な
さ
れ
て
い
る
前
田
家
尊
経
閤

文
庫
蔵
本
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
巻
二
に
所
収
歌
排
列
上
の
異
同
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
。

そ
の
箇
所
の
所
収
歌
に
つ
き
、
歌
題
の
排
列
お
よ
び
詠
歌
年
次
に
つ
い
て
検
証

を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
飛
鳥
井
雅
世
集
と
の
比
較
か
ら
、
尊
経
閣
文
庫
の
場
合

を
錯
筒
と
断
定
。
そ
の
結
果
、
陽
明
文
庫
本
は
尊
経
閣
文
庫
の
錯
簡
を
補
正
し
た

伝
本
、
も
し
く
は
徳
大
寺
家
に
温
存
さ
れ
て
い
た
手
控
本
を
書
写
し
た
伝
本
か
、

と
一
つ
の
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。
前
回
家
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
を
伝
実
通
筆
の
故

に
無
条
件
に
最
善
本
と
は
み
な
さ
ず
、
陽
明
文
庫
蔵
本
の
性
格
を
も
鋭
く
追
究
し

て
い
る
と
こ
ろ
に
、
あ
り
得
る
場
合
の
す
べ
て
を
想
定
し
て
問
題
の
解
決
に
迫



り
、
安
易
な
解
決
に
甘
ん
じ
よ
う
と
は
し
な
い
著
者
の
研
究
姿
勢
の
一
端
が
如
実

に
う
か
が
え
る
。

制

神
宮
文
庫
蔵
本
は
、
陽
明
文
庫
蔵
本
と
比
べ
て
そ
の
巻
序
・
所
収
歌
の
排

列
・
歌
本
文
に
異
同
の
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
系
統
的
に
は
む
し
ろ
宮
城
県
立

図
書
館
蔵
本
(
第
二
類
本
)
に
近
い
こ
と
を
指
摘
。
ま
た
、
こ
の
伝
本
の
各

冊
初
葉
に
「
林
崎
文
庫
」
の
長
方
形
朱
印
の
ほ
か
に
、
内
藤
風
虎
(
元
和
五

年
J
貞
享
二
年
)
の
蔵
書
印
で
あ
る
「
膿
庫
」
の
印
の
押
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
、
著
者
は
、
こ
の
伝
本
を
近
世
の
初
期
の
写
本
と
認
定
。
ま
た
、
国

立
国
会
図
書
館
蔵
乙
本
の
一
三
ニ
丁
(
表
)
に
も
、
こ
の
神
宮
文
庫
蔵
本
の
紹

介
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。

(c) 

宮
城
県
立
図
書
館
蔵
本
の
第
二
冊
巻
末
の
本
奥
に
つ
づ
い
て
み
え
る
「
異

本
ニ
右
以
石
川
主
殿
頭
本
書
写
之
云
々
」
の
記
述
か
ら
、

ア
こ
の
伝
本
は
寛
永
六
年
初
冬
以
降
の
写
で
あ
る
こ
と
、

イ
校
合
に
用
い
た
異
本
は
、
北
畠
親
顕
が
寛
永
六
年
初
冬
以
降
に
ま
と
め

た
三
冊
本
で
あ
る
こ
と
、

ウ

高
松
宮
蔵
乙
本
(
三
冊
本
)
の
下
冊
二
七
丁
表
か
ら
同
丁
裏
に
み
え
る

記
述
と
、
宮
城
県
立
図
書
館
蔵
本
巻
二
の
巻
末
の
問
題
の
記
述
と
が
一
致

す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
校
合
本
と
し
て
用
い
ら
れ
た
一
本
は
高
松
宮
蔵
乙
本

で
あ
っ
た
こ
と
、

を
推
定
。

こ
の
推
定
は
、
諸
本
を
轍
密
に
調
査
し
た
上
で
の
見
事
な
卓
見
と
い
え
よ
う
。

ま
た
著
者
は
、
問
題
の
こ
の
記
述
を
手
が
か
り
と
し
て
、
三
冊
本
成
立
の
経
緯
を

第
二
章
で
検
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
即
ち
、
著
者
は
、
諸
本
研
究
に
お
い
て
、

論
文
内
容
の
要
旨
お
よ
び
審
査
の
結
果
の
要
旨

各
伝
本
に
み
ら
れ
る
記
述
が
、
各
々
の
伝
本
の
性
格
を
把
握
す
る
上
で
い
か
に
重

大
な
意
味
を
有
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
論
証
し
て
も
い
る
の
で
あ
る
。

ω
東
京
大
学
付
属
図
書
館
蔵
甲
本
は
、
六
冊
本
で
あ
っ
て
、
陽
明
文
庫
蔵
本

と
比
較
し
て
み
る
と
、
巻
四
、
巻
八
の
両
冊
を
欠
く
伝
本
で
は
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
伝
本
の
第
三
冊
を
さ
ら
に
精
査
し
て
み
る
と
、
そ
の
一
五
丁
と
一

七
丁
と
の
聞
に
、
陽
明
文
庫
蔵
本
の
巻
四
の
一
丁
分
(
一
三
八
七
歌
J
一
三

九
七
歌
を
記
載
)
の
合
観
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
。
本
来
は
こ
の
甲
本
も

八
冊
本
系
の
完
本
で
あ
っ
た
と
断
定
。

以
上
の
如
き
検
証
は
、
諸
本
研
究
を
長
年
に
わ
た
り
続
け
て
き
た
研
究
者
の
目

に
よ
っ
て
こ
そ
、
可
能
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
特
に
、
東
京
大
学
付
属
図
書
館

蔵
甲
本
が
本
来
八
冊
本
系
の
完
本
で
あ
っ
た
と
い
う
著
者
の
断
定
は
、
今
後
、
続

撰
吟
集
諸
本
の
研
究
を
進
め
る
上
で
、
貴
重
な
発
見
で
あ
る
。

さ
ら
に
著
者
は
、
こ
の
伝
本
に
お
い
て
、
い
ま
一
つ
重
要
な
指
摘
を
し
て
い

る
。
そ
れ
は
、
こ
の
甲
木
第
一
冊
の
一

O
七
・
一

O
八
両
歌
に
付
さ
れ
た
特
殊
な

記
号
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
追
究
し
た
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
れ
ら
両
歌
が
実

隆
の
家
集
の
雪
玉
集
(
寛
文
十
年
刊
)
や
書
陵
部
蔵
桂
宮
本
再
昌
草
に
も
収
録
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
両
歌
の
詞
書
を
比
較
し
、
実
隆
の
家
集
の
詞
書
の
表
現

の
方
が
適
当
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
こ
の
甲
本
の
書
写
本
は
、
書
写
の

過
程
で
、
こ
れ
ら
両
歌
の
詞
書
に
異
同
の
生
じ
て
い
る
こ
と
に
疑
義
を
い
だ
い
て

符
号
を
付
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
こ
の
符
号
の
追
究
は
、
続
撰

吟
集
が
未
整
理
な
ま
ま
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
、
重
大
な
指
摘
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

残
欠
本
の
調
査
に
際
し
て
の
著
者
の
鋭
い
考
察
方
法
は
、
次
の
伝
本
の
検
証
に
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部

自命

集

お
い
て
も
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

(e) 

国
立
国
会
図
書
館
蔵
乙
本
(
八
冊
本
系
の
残
欠
本
)
は
、
表
紙
の
左
肩
題

鎮
に
は
「
さ
っ
き
の
雨
」
と
あ
る
が
、
実
は
、
陽
明
文
庫
蔵
本
の
巻
七
の
三

九
一
首
(
重
出
歌
を
含
む
)
お
よ
び
、
続
撰
吟
集
の
い
ず
れ
の
伝
本
に
も
み

え
な
い
詠
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
勅
撰
集
所
見
歌
を
も
若
干
収
録
し
て
い

る
こ
と
を
轍
密
な
調
査
の
結
果
か
ら
著
者
は
指
摘
。
ま
た
、
こ
の
乙
本
の
三

二
丁
表
の
五
首
目
か
ら
三
三
丁
裏
の
二
首
目
ま
で
の
部
分
は
、

陽
明
文
庫
蔵
本
と
比
べ
て
み
る
と
歌
の
排
列
に
異
同
の
認
め
ら
れ
る
こ

ア

と
イ

そ
の
部
分
の
歌
題
も
「
納
涼
」
「
寄
湊
恋
」
「
五
月
雨
久
」
「
秋
タ
情
」

「
壁
火
透
簾
」
と
い
う
ふ
う
に
続
き
、
整
然
と
は
部
立
さ
れ
て
い
ず
、
類

題
本
系
伝
本
に
拠
っ
た
と
も
考
え
が
た
い
こ
と
、

乙
本
の
書
写
者
は
、
書
写
に
あ
た
り
、
現
存
す
る
続
撰
吟
集
と
は

別
な
伝
本
に
拠
っ
た
も
の
か
、

と
、
著
者
は
注
目
す
べ
き
問
題
提
示
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
著
者
は
、
こ

の
乙
本
の
書
写
者
が
問
題
の
部
分
の
後
に
、
類
題
本
と
神
宮
文
庫
蔵
本
と
を
紹
介

し
、
さ
ら
に
、
「
此
続
撰
吟
抄
ハ
以
上
ノ
書
ト
ハ
別
也
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
に

注
目
。
こ
の
記
述
は
、
上
述
の
問
題
提
示
を
裏
付
け
る
も
の
と
う
け
と
め
、
続
撰

吟
集
の
別
系
統
本
の
発
見
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

乙
本
を
続
撰
吟
集
諸
本
研
究
上
、
貴
重
な
伝
本
で
あ
る
と
も
意
義
マ
つ
け
て
い
る
。

等
か
ら
、

標
題
の
「
さ
っ
き
の
雨
」
は
こ
の
乙
本
の
巻
頭
歌
の
歌
題
「
五
月
雨
久
」
に
拠

っ
て
い
る
か
と
す
る
著
者
の
指
摘
を
も
含
め
、
東
京
大
学
付
属
図
書
館
蔵
甲
本
の

検
証
に
あ
た
っ
た
研
究
者
の
鋭
い
洞
察
力
が
、
こ
の
乙
本
の
検
証
か
ら
も
う
か
が

え
る
。な

お
、
残
欠
本
で
は
な
い
が
、
著
者
は
、
室
町
期
の
私
家
集
を
精
査
し
て
、
慈

照
院
蹴
義
政
公
御
集
の
巻
末
に
「
続
撰
吟
集
中
抄
出
」
と
し
て
三

O
首
を
掲
出
し

て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
さ
ら
に
著
者
は
、
こ
れ
ら
の
詠
が
現
存
す
る
続
撰
吟
集
の

い
ず
れ
の
伝
本
に
み
え
な
い
こ
と
や
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
乙
木
の
調
査
結
果
を

も
参
考
に
し
て
、
近
世
に
は
、
現
存
す
る
続
撰
吟
集
の
伝
本
と
は
別
系
統
の
伝
本

(
異
本
〉
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
推
定
し
て
い
る
。

家
集
の
研
究
に
多
年
専
念
し
て
き
た
著
者
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
創
見
と
し
て
注

こ
の
推
定
も
、
室
町
期
私

目
さ
れ
る
。

第
二
章

著
者
は
、
三
冊
本
系
諸
本
の
う
ち
、
書
陵
部
蔵
高
松
宮
乙
木
に
つ
い
て
ま
ず
紹

介
。
そ
の
伝
本
の
内
蔵
し
て
い
る
問
題
点
を
諸
本
研
究
上
か
ら
鋭
く
と
ら
え
、
提

示
し
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
伝
本
の
巻
七
(
下
冊
収
録
)
の
末
に
み
ら
れ
る
記
述

の
末
に
み
ら
れ
る
記
述
か

や
巻
五
(
上
冊
収
録
)

ら。

の
末
、

巻
八
(
中
冊
収
録
)

①
こ
の
乙
本
は
、
北
畠
親
顕
が
、
石
川
忠
総
所
蔵
本
を
書
写
し
た
伝
本
で
あ
る

と

②
寛
永
六
年
初
冬
の
頃
か
ら
翌
七
年
五
月
に
か
け
て
、
陽
明
文
庫
蔵
本
の
巻
序

で
い
え
ば
、
巻
七
↓
巻
二
↓
巻
一
↓
巻
六
↓
巻
五
↓
巻
八
(
巻
二
、
巻
四
に

つ
い
て
は
判
断
し
が
た
い
)
と
い
う
順
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、

③
八
冊
本
系
統
撰
吟
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
所
収
歌
の
う
ち
、
他
本
に
す
で
に

収
録
さ
れ
て
い
る
後
柏
原
院
・
実
隆
ら
の
和
歌
約
六

O
O首
を
除
棄
し
て
三



冊
本
に
ま
と
め
た
こ
と
、

④
宮
城
県
立
図
書
館
蔵
本
の
第
三
冊
巻
末
に
「
異
本
一
ご
と
し
て
校
合
本
に
用

い
ら
れ
た
一
本
は
、
こ
の
乙
本
で
あ
っ
た
こ
と
、

を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
著
者
は
、
そ
の
よ
う
に
推
定
し
た
上
で
、
こ
の
乙
本
巻

七
の
末
の
「
後
柏
原
院
御
製
十
一
二
首
遁
造
院
サ
首
在
他
本
之
間
除
之

一
式
々
」
の

記
述
を
ふ
ま
え
、
こ
の
三
冊
本
系
諸
本
で
除
棄
さ
れ
た
約
六

O
O余
首
に
つ
き
、

各
歌
人
の
私
家
集
そ
の
他
|
|
柏
玉
集
・
再
昌
草
・
永
正
五
年
七
月
二
十
六
旦
ニ

首
懐
紙
等
ー
ー
を
調
べ
、
そ
れ
ら
に
収
録
さ
れ
て
い
る
詠
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
、
③
の
推
定
を
実
証
的
な
方
法
で
確
か
な
も
の
と
し
て
い
る
。

ま
た
著
者
は
、
宮
城
県
立
図
書
館
蔵
本
で
異
本
校
合
し
て
い
る
箇
所
を
掲
出

し
、
陽
明
文
庫
蔵
本
・
高
松
宮
乙
本
の
そ
の
箇
所
と
を
比
較
・
表
示
。
宮
城
県
立

図
書
館
蔵
本
に
お
い
て
異
本
校
合
と
し
て
掲
げ
て
い
る
異
本
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場

合
、
高
松
宮
乙
本
の
そ
れ
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
④
の
認
定
を
実
証
的

な
方
法
で
確
か
め
て
い
る
。

さ
ら
に
著
者
は
、
官
域
県
立
図
書
館
蔵
本
に
お
い
て
、
異
本
校
合
を
お
こ
な
っ

て
い
る
筒
所
に
つ
い
て
は
、
高
松
宮
乙
本
の
歌
題
・
歌
本
文
は
陽
明
文
庫
蔵
本
の

そ
れ
と
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
伝
本
聞
に
は
深
い
関
係
の
あ
る
こ

と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
陽
明
文
庫
蔵
本
と
宮
城
県
立
図
書
蔵
本
と
は
、
同
じ

お
互
い
に
別
系
統
本
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

八
冊
本
系
と
は
い
え
、

章
末
に
は
、
三
冊
本
諸
本
の
各
巻
に
お
け
る
所
収
歌
数
・
歌
の
排
列
異
同
等
を

表
示
。
こ
れ
ま
た
、
歳
月
を
費
し
て
の
調
査
に
基
づ
く
労
作
で
あ
る
。
一
方
、
除

棄
歌
に
つ
い
て
も
、
三
冊
本
に
お
い
て
除
棄
さ
れ
た
歌
人
お
よ
び
そ
の
歌
数
を
八

冊
本
に
お
け
る
入
集
状
況
調
査
を
ふ
ま
え
て
表
示
す
る
と
と
も
に
、
備
考
欄
に

論
文
内
容
の
要
旨
お
よ
び
審
査
の
結
果
の
要
旨

は
、
八
冊
本
所
収
歌
の
ど
の
よ
う
な
一
誌
が
残
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
も
注
記
し
て

八
冊
本
に
お
い
て
第
一
位
の
入
集
歌
人
飛
鳥
井
雅
世
の
詠
八
六

O
首
か
ら
は
、
何
故
か
一
首
も
除
棄
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
、
今
後
の
研
究
課
題

と
し
て
提
示
も
し
て
い
る
。

い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
章
に
お
い
て
も
書
誌
的
研
究
を
ふ
ま
え
た
深
い
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

第
三
章

著
者
が
第
一
章
|
|
八
冊
本
系
の
諸
本
|
|
に
お
い
て
、
折
に
ふ
れ
指
摘
し
て

い
る
如
く
、
続
撰
吟
集
と
飛
鳥
井
雅
世
集
と
の
か
か
わ
り
は
、
き
わ
め
て
深
い
の

で
あ
る
。
著
者
は
、
本
章
に
お
い
て
こ
の
こ
と
を
検
証
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、

①
飛
鳥
井
雅
世
集
と
続
撰
吟
集
と
の
一
致
歌
を
精
査
・
表
示

②
雅
世
卿
集
と
続
撰
吟
集
と
の
一
致
歌
を
精
査
・
表
示

と
い
う
、
基
礎
的
な
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
続
撰
吟
集
と
の
か
か
わ

り
は
、
雅
世
卿
集
よ
り
も
飛
鳥
井
雅
世
集
に
顕
著
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
さ
ら
に
①
と
②
の
比
較
に
よ
っ
て
、

ア
飛
鳥
井
雅
世
集
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
続
撰
吟
集
収
録
歌
八
二

O
歌
・

二
九
七
七
歌
の
両
首
が
、
雅
世
卿
集
に
は
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

イ
二
九
七
七
歌
は
続
撰
吟
集
の
い
ず
れ
の
伝
本
に
お
い
て
も
、
歌
題
の
み
で

歌
本
文
を
欠
い
て
い
る
が
、
そ
の
歌
本
文
は
、
雅
世
卿
集
に
よ
っ
て
確
認
が

可
能
と
な
っ
た
こ
と

を
も
指
摘
し
て
い
る
。
続
撰
吟
集
に
お
い
て
、
歌
題
の
み
記
さ
れ
て
い
る
二
九
七

七
歌
が
雅
世
卿
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
、
雅
世
の
研

究
を
進
め
る
上
で
、
重
要
な
指
摘
で
あ
る
に
ち
が
い
あ
る
ま
い
。

一一一
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以
上
の
如
き
検
証
は
、
本
論
文
第
二
篇
|
|
翻
刻
と
脚
注
ー
ー
か
ら
も
明
ら
か

な
ご
と
く
、
続
撰
吟
集
所
収
歌
三
四
五
五
首
と
私
家
集
と
の
一
致
歌
の
調
査
と
い

う
、
気
の
速
く
な
る
程
の
単
調
な
作
業
を
ふ
ま
え
た
結
果
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
①
②
を
表
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
実
証
的
研
究
の
あ
り
方
を
提
示
し
て
い
る

と
も
い
え
る
。

さ
て
、
著
者
は
、
飛
鳥
井
雅
世
集
と
続
撰
吟
集
と
の
か
か
わ
り
の
深
さ
を
さ
ら

に
検
証
す
ベ
く
、
八
冊
本
系
諸
本
(
聖
護
院
蔵
乙
本
・
東
京
大
学
付
属
図
書
館
蔵

甲
本
・
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
)
な
ら
び
に
三
冊
本
系
諸
本
(
高
松
宮
蔵
乙
本
・
内
閣

文
庫
蔵
甲
本
・
同
乙
本
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
甲
本
・
同
乙
本
)
等
と
の
本
文
校
合

を
も
行
い
、
そ
の
結
果
を
表
示
(
③
)
し
て
い
る
。
著
者
は
、
続
撰
吟
集
に
収
録

さ
れ
て
い
る
雅
世
の
詠
八
六

O
首
全
て
を
、
現
存
す
る
続
撰
吟
集
の
伝
本
一
九
本

と
本
文
校
合
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
し
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
こ
の
表
示
は
、
未

だ
不
充
分
な
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
続
撰
吟
集
と
他
の

私
家
集
と
の
か
か
わ
り
を
検
証
す
る
方
法
を
提
示
し
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
は
、

や
は
り
高
く
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。

著
者
は
以
上
の
基
礎
的
作
業
に
よ
っ
て
、
三
冊
本
系
統
撰
吟
集
の
成
立
過
程
・

八
冊
本
系
諸
本
な
ら
び
に
三
冊
本
系
諸
本
の
特
色
を
的
確
に
把
握
し
、
八
冊
木
系

諸
本
が
一
類
本
(
陽
明
文
庫
蔵
本
・
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
・
国
立
国
会
図
書
館
蔵
甲

本
・
聖
護
院
蔵
乙
本
)
と
、
二
類
本
(
宮
城
県
立
図
書
館
蔵
本
・
神
宮
文
庫
蔵

本
)
に
分
類
で
き
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
表
示
(
③
)
の
結
果
を
も

ふ
ま
え
、
飛
鳥
井
雅
世
集
の
編
纂
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
続
撰
吟
集
と
の
一
致

歌
を
調
査
す
る
こ
と
が
、
続
撰
吟
集
諸
本
の
研
究
に
不
可
欠
な
作
業
で
あ
る
こ
と

を
、
著
者
は
本
章
に
お
い
て
実
証
し
て
も
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
著
者
の

一
一
四

研
究
態
度
は
、
ま
さ
し
く
諸
本
研
究
の
範
と
し
て
、
後
進
研
究
者
の
指
標
と
な
る

に
足
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

第
四
章

続
撰
吟
集
三
冊
本
系
諸
本
は
、

八
冊
本
か
ら
約
六

O
O余
首
を
除
棄
す
る
こ
と

に
よ
り
誕
生
し
た
の
で
あ
る
(
第
二
章
)
。

一
ニ
冊
本
の
編
者
・
北
畠
親
顕
は
そ
れ
ら
の
多
数
の
除
棄
歌
を
い
か
な
る
基
準
に

よ
っ
て
決
め
た
の
か
1
lこ
の
素
朴
な
、
し
か
し
き
わ
め
て
重
大
な
問
題
を
、
著

者
は
、
八
冊
本
各
巻
の
構
成
を
、
次
の
諸
点
か
ら
分
析
し
検
証
し
て
解
明
し
よ
う

と
し
て
い
る
。

ア

八
冊
本
構
成
表
の
作
成

年
次
表
記
か
ら
み
た
各
巻
の
完
成
度

イ

-
|
他
の
私
家
集
と
の
一
致
歌
調
査
に
よ
る
、
詠
歌
年
次
の
検
証
|
|

ウ

各
巻
に
お
け
る
歌
会
・
百
首
歌
等
の
収
録
状
況

私
家
集
以
外
の
諸
資
料
、
例
え
ば
「
一
人
三
臣
詠
」
・
「
内
裏
御
会
」
と
の

ニ己

一
致
歌
調
査
に
よ
る
詠
歌
年
次
の
推
定

構
成
表
か
ら
み
た
八
冊
本
系
諸
本
の
巻
序
の
考
察

八
冊
本
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
著
者
も
本
論
文
に
お
い
て
紹
介
し
て
い
る
よ
う

に
、
五
十
嵐
金
三
郎
氏
が
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
に
よ
り
作
成
し
て
い
ら
れ

る
。
本
論
文
に
お
い
て
、
著
者
が
そ
の
構
成
表
の
補
正
を
行
う
に
は
、
上
記
の
如

く
、
イ
続
撰
吟
集
と
他
の
私
家
集
と
の
一
致
歌
調
査
、
さ
ら
に
、
エ
新
資
料
と
の

オ
一
致
歌
を
確
認
す
る
、
と
い
う
、
長
年
に
及
ぶ
地
道
な
努
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
結
果
、
補
正
さ
れ
た
構
成
表
に
よ
り
、
八
冊
本
各
巻
の
完

成
度
|
|
歌
会
・
百
首
歌
等
の
排
列
状
況
・
詠
歌
年
次
か
ら
み
た
歌
の
排
列
状
況



に
よ
る
各
巻
の
構
成
!
ー
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
検
証
が
な
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
第
一
章
で
紹
介
さ
れ
た
八
冊
本
系
諸
本
間
の
巻
序
に
異
同
の
生

じ
た
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

即
ち
、
宮
城
県
立
図
書
館
蔵
本
の
巻
序
は
、
陽
明
文
庫
蔵
本
の
そ
れ
と
を
異
な

っ
て
い
る
が
、
構
成
表
か
ら
み
る
と
、
官
域
県
立
図
書
館
蔵
本
は
、
む
し
ろ
、
完

成
度
の
高
い
巻
の
順
に
巻
序
を
改
め
た
と
考
え
ら
れ
る
、
と
い
う
著
者
の
指
摘

は
、
以
上
の
如
き
地
道
な
検
証
の
結
実
と
い
え
る
。
と
同
時
に
、
宮
域
県
立
図
書

館
蔵
本
が
そ
の
校
合
本
と
し
た
三
冊
本
で
は
、
八
冊
本
各
巻
の
完
成
度
の
高
い

巻
、
即
ち
、
巻
二
・
巻
八
か
ら
は
除
棄
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。

北
畠
親
顕
が
、
い
か
な
る
基
準
に
よ
り
八
冊
本
か
ら
六

O
O余
首
を
除
棄
し
た

か
と
い
う
問
題
が
、
著
者
の
以
上
の
如
き
実
証
的
方
法
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
た
こ

と
は
、
三
冊
本
系
統
撰
吟
集
研
究
上
の
問
題
の
一
つ
が
解
き
明
か
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。

第
四
章
の
八
冊
本
の
構
成
表
は
、

る。

以
上
の
点
か
ら
も
高
く
評
価
す
べ
き
で
あ

第
五
章

続
撰
吟
集
は
、
近
世
類
題
集
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
い
る
と
著
者
は
指

摘
し
て
い
る
。
「
一
字
御
抄
」
・
「
和
歌
分
類
」
に
収
録
さ
れ
た
続
撰
吟
集
所
収
歌

を
表
示
し
、
今
後
の
研
究
課
題
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
八
冊
本
の
資
料
的
価
値

の
高
さ
を
改
め
て
指
摘
し
て
も
い
る
。

著
者
は
、
「
続
撰
吟
和
歌
集
類
題
」

の
研
究
と
と
も
に
、
「
ニ
子
御
抄
」
「
和
歌

分
類
L

等
近
世
類
題
集
の
研
究
の
出
版
準
備
を
も
進
め
つ
つ
あ
る
と
の
こ
と
、

論
文
内
容
の
要
旨
お
よ
び
審
査
の
結
果
の
要
旨

日
も
早
い
、
そ
の
研
究
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。

章

第
一
章
か
ら
第
五
章
に
わ
た
る
検
証
、
考
察
を
ふ
ま
え
、
著
者
は
本
論
文
を
次

結

の
如
く
し
め
く
く
っ
て
い
る
。

①
続
撰
吟
集
は
実
淳
が
蒐
集
し
て
お
い
た
歌
稿
類
を
中
心
に
、
公
胤
・
実
通
ら
が

蒐
集
し
得
た
歌
稿
類
を
実
通
(
あ
る
い
は
公
胤
・
実
通
父
子
)
が
八
冊
に
編
次

し
た
歌
集
で
あ
る
こ
と
。

②
続
撰
吟
集
写
本
の
系
統
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

・
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
は
実
通
自
筆
本
で
あ
る
。

・
陽
明
文
庫
蔵
本
は
実
通
自
筆
本
の
手
控
本
の
写
し
で
あ
る
。

-
聖
護
院
甲
本
は
石
川
忠
総
が
所
持
す
る
こ
と
に
な
っ
た
実
通
自
筆
本
を
中

院
通
村
が
披
見
し
、
そ
の
門
弟
の
道
晃
法
親
王
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
と
考
え
ら
れ
る
。

-
三
一
冊
本
は
北
畠
親
顕
が
八
冊
本
所
収
歌
か
ら
約
六

O
O余
首
を
除
棄
し
、

各
巻
の
構
成
を
考
え
た
上
で
、
八
冊
本
の
巻
序
を
改
め
、
三
冊
に
ま
と
め

た
も
の
で
、
現
存
す
る
三
冊
本
は
全
て
同
系
統
本
で
あ
る
。

③
飛
鳥
井
雅
世
集
は
、
八
冊
本
系
の
二
類
本
(
宮
城
県
立
図
書
館
蔵
本
も
し
く
は

そ
の
系
統
本
〉
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
こ
と
。

④
近
世
類
題
集
は
、
八
冊
本
系
の
伝
本
を
利
用
し
、
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

こシ」。

⑤
続
撰
吟
集
に
は
、
秀
歌
が
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ま
た
、
続
撰
吟
集
は
未
整
理
な
私
撰
集
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し

一
一
五
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集

て
、
今
後
、
そ
れ
ら
の
秀
歌
を
解
釈
・
鑑
賞
す
る
上
で
、

究
・
本
文
校
訂
の
作
業
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

さ
ら
な
る
諸
本
の
研

第
二
編

著
者
は
、
長
い
歳
月
を
か
け
て
、
三
四
五

O
余
首
を
収
録
す
る
こ
の
続
撰
吟
集

を
、
諸
本
と
の
本
文
異
同
を
も
一
不
し
つ
つ
、
翻
刻
。
ま
た
そ
れ
ら
所
収
歌
が
、
検

索
の
結
果
、
私
家
集
そ
の
他
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
私
家
集
名
を
も
脚

注
に
記
し
て
い
る
。
そ
の
脚
注
は
き
わ
め
て
精
密
で
あ
っ
て
、
私
家
集
研
究
上
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
提
示
し
て
お
り
、
中
世
歌
壇
史
研
究
上
必
見
の
資
料
と
な
ろ

う
和
歌
文
学
研
究
者
た
ち
か
ら
、
鶴
首
し
て
そ
の
刊
行
の
待
ち
望
ま
れ
て
い
る
所

で
あ
る
。

二
、
審
査
所
見
総
括

ωこ
の
研
究
は
諸
本
研
究
で
あ
る
が
、
従
来
全
く
未
開
拓
に
ひ
と
し
か
っ
た
作

か
っ
、
著
者
と
し
て
も
未
発
表
の
研
究
で
あ
る

品
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
、

と
い
う
点
に
、
ま
.
す
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
室
町
時
代
和
歌
文
学
の
研
究
に

必
須
の
基
礎
を
提
供
し
た
大
著
で
あ
る
。
そ
の
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
。

そ
の
研
究
は
、
周
到
轍
密
、
恩
師
谷
山
茂
博
士
の
実
証
的
な
学
風
を
、
み
ご

と
に
継
承
結
実
さ
せ
た
も
の
と
い
え
る
。

ω諸
本
研
究
は
、
と
も
す
れ
ば
、
単
な
る
機
械
的
な
作
業
の
結
果
と
し
て
の
本

文
具
同
を
羅
列
す
る
だ
け
に
終
る
こ
と
が
多
い
が
、
著
者
の
研
究
は
、
常

に
、
原
型
の
解
明
を
志
向
し
、
著
者
の
こ
れ
ま
で
の
和
歌
史
研
究
を
ふ
ま
え

た
、
深
い
理
解
・
鑑
賞
力
に
よ
っ
て
、
対
象
へ
の
踏
み
こ
み
に
、
き
わ
め
て

一
一
六

独
創
的
な
鋭
さ
を
随
所
に
発
揮
し
つ
つ
、
回
路
大
な
デ
ー
タ
を
精
確
に
分
析
し

綜
合
し
て
、
対
象
の
成
立
過
程
と
そ
の
原
型
の
解
明
と
に
、
画
期
的
な
成
果

を
あ
げ
、
し
か
も
、
到
達
し
た
そ
の
高
い
レ
ベ
ル
か
ら
、
今
後
の
こ
の
分
野

の
研
究
に
、
数
々
の
重
要
な
課
題
が
新
た
に
提
起
さ
れ
た
。

以
上
、
研
究
は
、
博
士
(
文
学
)
の
学
位
を
受
領
す
る
に
ま
こ
と
に
ふ
さ
わ
し
い

研
究
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。


